
単位：万円

会計名
予算額

本年度 前年度 対前年比

住宅新築資金等貸付事業 1,596 1,825 -12.5%

小沼地区財産管理 436 361 20.8%

国民健康保険事業勘定 148,014 141,818 4.4%

老人保健医療 140 215 -34.9%

小沼地区簡易水道事業 12,244 11,014 11.2%

御代田町簡易水道事業 8,396 7,965 5.4%

公共下水道事業 86,247 90,316 -4.5%

御代田財産区 1,310 1,298 0.9%

介護保険事業勘定 93,708 92,803 1.0%

農業集落排水事業 3,015 2,874 4.9%

個別排水処理施設整備事業 1,216 1,210 0.5%

後期高齢者医療 9,552 9,546 0.1%

特別会計総額
36億5,874万円

国民健康保険や介護保険、水道や
下水道といった特別会計の総額は
36億5,874万円で、昨年に比べて
4,629万円の増（プラス1.3％）と
なりました。
国民健康保険特別会計につきまし
ては保険給付費の伸びによる増額、
小沼地区簡易水道事業特別会計
については長坂第一配水地に緊急
警報遠方監視システムを設置する
ため増額となりました。
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主な事業
平成22年度

総務費
●役場庁舎耐震診断業務 856万円
●高齢者タクシー利用助成事業 546万円
●しなの鉄道列車増便事業負担金 850万円
●参議院議員通常選挙費 951万円
●長野県知事選挙費 824万円
●御代田町長選挙費 632万円

土木費
●町道維持補修工事 2,300万円
●道路除雪経費 1,096万円
●まちづくり交付金事業 5億6,446万円
●都市公園施設長寿命化計画策定業務
 500万円

消防費
●消防資機材 1,234万円
●緊急告知システム実施設計業務 550万円

教育費
●中学校建設事業 19億5,777万円
●博物館企画展示委託 260万円
●図書購入 600万円

商工費
●中小企業資金保証料負担金 800万円
●工業振興奨励補助金 5,113万円
●経営健全化支援資金等利子補給 730万円
●龍神まつり補助金 650万円

民生費
●福祉タクシー利用助成事業 120万円
●要介護高齢者介護者慰労金 585万円
●こども医療費（中学卒業まで） 2,720万円
●子ども手当 3億1,472万円

衛生費
●若い世代の健康診断奨励事業 246万円
●妊婦、乳児健康診査委託 1,170万円
●幼児相談事業 77万円
●可燃ごみ処理委託 7,085万円

労働費
●雇用促進事業補助金 150万円

農林水産業費
●そば耕作者補助金 300万円
●野菜価格安定対策事業負担金 300万円
●中山間地域直接支払事業交付金 820万円
●まちづくり交付金事業 1億2,899万円
●農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業
 2,304万円

平成22年度平成22年度 当初予算当初予算

龍神まつり　7月31日㈯　開催予定 中学校建設事業（管理棟内部写真）
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